
設備に強いオペレーターを育成！

＜試験実施期間＞
2024年1月16日（火）10時00分 ~ 2024年2月21日（水）17時00分

2024年1月15日（月）10時00分 ~ 2024年2月16日（金）17時00分
＜受験申込期間＞
個人申請

2023年12月1日（金）10時00分 ~ 2024年2月9日（金）17時00分団体申請

オンライン試験の詳細は公式サイトへ

https://www.jishuhozenshi.jp/

【 特 徴 】 【 概 要 】

受験資格
1級：4年以上
2級：0年（不要）
●上記は、実務経験年数

試験形式※

問題数：全150問

A群：正誤判定式(従来学科) 30問
B群：多肢選択式(3択/a/b) 60問
C群：多肢選択式(従来実技) 60問
●１、２級共通

●１、２級共通

●１、２級共通

試験時間※ 90分

合格基準※
150点満点として、75%(113点)  以上
であること

受験手数料 1級：9,460円（税込）
2級：7,370円（税込）

※検定試験（10月開催）と異なります

あなたの自宅・会社が、試験会場に！
■ご自身の予定を最優先して試験日・試験開始時間・場
所を決めることが可能です（試験期間中に限る）

検定試験（10月開催）との並行受験が可能！
■同年度の検定試験の結果を見てから受験申請が可能で、
年度内に合格したい人は再チャレンジできます

スピーディな試験結果の確認が可能！
■試験終了後即時、試験結果を確認することができます
※団体責任者ページでは、2月26日（月）に団体申請者分の閲覧が可能

団体申請による受験者管理の負担を軽減！
■申請方法には、個人申請と団体申請の２種類があります
■団体申請を行うことで、責任者による受験者の一括申
請・支払い・試験結果の確認が可能です

★受験に必要な環境は、公式サイトまたは、受験案内にてご確認
ください



「自主保全活動」とは、オペレーター一人ひとりが自分の使っている設備を
管理でき、設備の正しい姿を維持する活動です。そのためには、自分の設備
は自分で守る、いわゆる 『設備に強いオペレーター』 を現場に浸透させる
必要があります。
オペレーターは、オペレーションのみではなく、保全の知識を身につけるこ
とで、迅速な異常発見や簡単な修理・改善ができるようになり、重大な故障
を未然に防ぐことができるようになります。
この能力を身につける効率的な手段が、「自主保全士認定制度」 です。

自主保全士取得のメリットは、
設備の専門家に任せず自分の設
備は自分がしっかり守る意識が
定着したこと。

その結果、設備がいかに止まら
ないようにするか、故障の未然
防止はどのようにすれば良いか
という意識が芽生えた。
その結果、不具合の発生しない
きれいな設備になりました。

（自動車系：T社）

「設備」が変わる

当初の自主保全士取得は、製造
部門のみだったが、技術部門や
アルバイトにも受験対象を拡大。

自主保全士の有資格者が増加す
るにつれて、一人ひとりの専門
用語への理解が深まり、技術的
な専門用語を含めた会話ができ
るように。部門を跨いだ専門用
語の共通化によりコミュニケー
ションアップに繋がりました！

（非鉄金属系：R社）

「人」が変わる

自主保全士は、検定合格だけで
なく、高得点取得の上位者によ
る成績優秀者の表彰式典を開催。

成績優秀者になった社員は、現
場の人材育成に自信がつき、ま
た、周囲からは受賞を境にさら
に頼りになる人材になったとの
声も。現場の人材育成の環境を
良くするためにも成績優秀者の
受賞を目指します。

（食料品系：M社）

「現場」が変わる

「自主保全士」 が 「現場」 を変える

20年以上の試験開催 と 幅広い製造業の利用実績

受験参考書（公式テキスト）

＜お問い合わせ先＞

TEL:03-6865-6081
E-mail:jishuhozenshi@jipm.or.jp

団体申込の業種別傾向級別申請者の推移
（検定試験、オンライン試験、通信教育の合計）

定価（本体2,300円+税）
（公社）日本プラントメンテナンス協会編

輸送用機器（自動車）
化学
鉄鋼・非金属
ゴム・プラスチック
金属製品
食品
電気・電子部品
その他製造業
製造業以外（エンジニアリング等）

20%

10%

8%

7%

7%

6%6%
6%

30%

６年ぶりに、公式テキストが全面改訂！

2023年度以降の出題内容・範囲（科目・項目・細目）に完全対応！

2001年より実施している検定試験ならびにオンライン試験にも対応！

オペレーターに求められる４つの能力、それを支えかつ補完する
５つの知識・技能を学ぶ


